「育成会に期待すること」
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「福岡市育成会だより」第150号とお聞きして40年余りの育成会を振り返る機会を頂きありがとうございました。
　私の在任期間は短かったのですが、当時の福祉状況は措置から契約へと国の施策が根幹から変わろうとしていた時期であり、法人に於いては事業部の契約の形態が変わりはじめて来た頃で苦慮する日々が続いた事を覚えています。また西方沖地震も起きました。当時の里の施設長の行動は素早く連絡を取った時には既に里に到着。災害時の本人および家族、職員の安否確認、迅速な対応の必要性を痛感致しました。
　藤吉理事長、向井理事長と継承され、国の動きも「障害者自立支援法」から「障害者総合支援法」が制定され早三年。見直しは充分とは言えず目が離せないようです。
　福岡市育成会に於いては私たち保護者の永年の懸案である「終の棲家づくり」の実現が着実に進んでいる事を心強く思います。
　育成会に期待することは、法人の基本理念と基本方針、事業の取り組み、組織の強化、保護者会との連携と記されている事を一体となって遂行されますように願います。
　最後に人材育成についてお礼を申し上げます。その昔「育成会は何故生え抜きの職員を育てないのか？」と問われたことがありました。育てる事により真価を発揮して来る。認められて永年の苦労が報われ、やり甲斐を持ち組織を支える人となられます。（昔も多くの人が育ったが活躍の場を他所に求めた方もありました。）今、生え抜きの方々の活躍を見ることが出来て本当にうれしく思います。
　これからもずーっとよろしくお願いします。
